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● 月例経済報告（12/21）
(12月)

(11月)

(12月) このところ持ち直してい
る。

(11月) 一部に弱さが残るものの、持
ち直しの動きがみられる。

(12月) 持ち直しに足踏みがみら
れる。

(11月) 持ち直している。

(12月) おおむね横ばいとなって
いる。

(11月) このところ持ち直しの動きが
みられる。

(12月) 感染症の影響が残る中
で、引き続き弱い動きと
なっているものの、求人
等に持ち直しの動きもみ
られる。

(11月) 感染症の影響が残る中で、
弱い動きとなっているもの
の、求人等の動きに底堅さも
みられる。

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況が徐々に緩和される中で、このとこ
ろ持ち
直しの動きがみられる。
経済社会活動が正常化に向かう中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、景気が持ち直していく
ことが期待される。ただし、供給面での制約や原材料価格の動向による下振れリスクに十分注意する必要
がある。また、変異株をはじめ感染症による内外経済への影響や金融資本市場の変動等の影響を注視す
景気は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況が徐々に緩和されつつあるものの、引き続き持
ち直しの動きに弱さがみられる。
経済社会活動が正常化に向かう中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、景気が持ち直していく
ことが期待される。ただし、供給面での制約や原材料価格の動向による下振れリスクに十分注意する必要が
ある。また、感染症による内外経済への影響や金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。
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(12月) 持ち直しに足踏みがみら
れる。

(11月) 持ち直しに足踏みがみられ
る。

(12月) おおむね横ばいとなって
いる。

(11月) おおむね横ばいとなってい
る。

(12月) 上昇している。

(11月) 上昇している。

(12月) 底堅さがみられる。

(11月) 底堅さがみられる。

(12月)

(11月)
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世界の景気は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和される中で、持ち直している。
先行きについては、持ち直しが続くことが期待される。ただし、供給面での制約や原材料価格の動向による
下振れリスクに留意する必要がある。また、感染の動向や金融資本市場の変動等の影響を注視する必要が
ある。

 生産

 輸出

世界の景気は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和される中で、持ち直してい
る。
先行きについては、持ち直しが続くことが期待される。ただし、供給面での制約や原材料価格の動向による
下振れリスクに留意する必要がある。また、変異株をはじめとする感染の動向や金融資本市場の変動等の
影響を注視する必要がある。
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https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/getsurei-index.html

